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◇表紙写真説明◇
新コンセプトのキャブレス無人ダンプ車両

（2016年の米国展示会における実機展示の様子）
写真提供：コマツ

これまでにない全く新しいコンセプトの無人専用運搬車両である。本機は，運転室（キャブ）をなくし，
積込場や排土場での切り返し動作を不要にする。特に，滑りやすい現場や積込場の狭さなどの制約から
既存の無人ダンプトラックでは稼働しにくい現場でも導入でき，大幅な生産性の向上が見込まれる。写
真は，2016 年の米国展示会における実機展示の様子。
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